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教育シンポジウム富山 
「未来を切り拓く力を育む ～教育県富山で学ぶ～」 

 

十
一
月
二
十
六
日
（
日
）
富
山
県
富
山
市
に
て
、
日
本
教

育
文
化
研
究
所
主
催
の
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
富
山
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
日
本
教
育
文
化
研
究
所
所
長
の
野

原 

明
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
金
沢
大
学
大
学
院
教
職
実
践

研
究
科
教
授
の
松
本
謙
一
氏
、
日
本
初
の
義
手
の
看
護
師
で

あ
り
北
京
・
ロ
ン
ド
ン
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
泳
日
本
代
表
の

伊
藤
真
波
氏
、
内
閣
官
房
人
生
１
０
０
年
時
代
構
想
推
進
室

内
閣
参
事
官
の
合
田
哲
雄
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
将
来
想
定
外
や
未
知
な
る

事
象
、
苦
難
に
遭
遇
し
た
と
き
、
子
ど
も
達
が
自
ら
の
力
で

未
来
を
切
り
拓
い
て
い
く
に
は
ど
の
よ
う
な
力
が
必
要
な
の

か
、
ま
た
教
員
は
そ
の
力
を
ど
の
よ
う
に
身
に
付
け
さ
せ
れ

ば
良
い
か
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。 

 

松
本
氏
か
ら
は
富
山
の
実
践
を
紹
介
し
な
が
ら
、
「
子
ど

も
の
立
場
か
ら
「
学
校
」
の
存
在
意
義
を
問
い
直
し
、
学
校

の
「
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
重
み
を
自
覚
し
、
何
を
大
切
に
し

て
教
育
活
動
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
再
確
認
が

必
要
だ
。
」
、
伊
藤
氏
か
ら
は
自
身
の
半
生
を
紹
介
し
な
が

ら
「
今
あ
る
毎
日
が
ど
れ
だ
け
幸
せ
な
こ
と
か
か
み
し
め
な

が
ら
笑
顔
で
生
活
す
る
こ
と
が
、
支
え
て
く
れ
た
両
親
へ
の

親
孝
行
に
つ
な
が
る
。
」
、
合
田
氏
か
ら
は
様
々
な
教
育
施

策
を
説
明
し
な
が
ら
「A

I

が
進
化
し
て
い
る
が
、
目
的
の
良

さ
・
正
し
さ
・
美
し
さ
を
判
断
し
た
り
、
複
雑
な
状
況
変
化

の
中
で
目
的
を
再
構
築
し
た
り
で
き
る
の
は
人
間
で
あ
り
、

そ
の
た
め
の
志
や
力
を
付
け
る
の
が
学
校
教
育
で
あ
る
。
」

と
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
経
験
に
基
づ

い
た
お
話
の
一
つ
一
つ
に
は
説
得
力
と
重
み
が
あ
り
、
議
論

が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
の
方
向
性
や
日
々
の
実
践
の
大

切
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
機
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

な
お
、
来
年
度
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
高
知
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。 

 
 

（
会
長 

 

吉
田 

修
）  

  

「島根人格教育シンポジウム２０１７」開催される 

 

十
一
月
十
九
日
（
日
）
松
江
市
の
く
に
び
き
メ
ッ
セ
で
、
「
島
根
人
格
教
育

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
１
７
」
が
議
員
や
教
育
関
係
者
な
ど
多
数
参
加
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

主
催
の
島
根
人
格
教
育
協
議
会
は
、
人
が
人
を
思
い
や
る
温
か
な
絆
・
関
係

性
を
構
築
し
て
い
け
る
人
格
の
形
成
を
目
指
し
、
二
○
○
九
年
に
発
足
し
た
会

で
す
。
島
根
県
教
職
員
協
議
会
は
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
際
し
て
も
後
援
と

し
て
協
力
を
い
た
し
ま
し
た
。 

 

は
じ
め
に
山
陰
合
同
銀
行
特
別
顧
問
で
松
江
商
工
会
議
所
会
頭
の
古
瀬
誠
氏

か
ら
「
私
は
何
故
に
現
代
に
藩
校
を
つ
く
っ
た
の
か
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
四
年
に
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
し
た
私
塾
「
尚

風
館
」
を
開
校
し
た
経
緯
を
紹
介
。
道
徳
教
育
と
五
感
の
教
育
を
柱
に
し
て
、

①
礼
儀
正
し
く
、
志
の
高
い
人
、
②
思
考
力
、
洞
察
力
に
優
れ
、
創
造
性
に
富

ん
だ
人
、
③
大
局
に
立
っ
て
決
断
し
、
行
動
で
き
る
人
、
を
目
指
す
人
物
像
と

し
て
、
初
等
・
中
等
・
高
等
の
各
教
育
課
程
を
編
成
し
、
三
段
階
の
一
貫
教
育

を
順
に
進
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
「
地
方
創
生
は
人
づ
く
り
か
ら
～
こ
れ

か
ら
の
島
根
の
教
育
を
考
え
る
～
」
と
題
し
て
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
前
島

根
大
学
学
長
の
小
林
祥
泰
氏
、
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
は
基
調
講
演
さ
れ
た
古
瀬

誠
氏
・
元
島
根
県
教
育
長
の
広
沢
卓
嗣
氏
・
山
陰
ケ
ー
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
社
長
の

石
原
俊
太
郎
氏
・
家
庭
教
育
ア
カ
デ
ミ
ー
所
長
の
吉
岡
愛
和
氏
が
務
め
ら
れ
ま

し
た
。 

 

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
、
「
島
根
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
１
を
作
成
し
、
県
独
自
に

少
人
数
ク
ラ
ス
の
編
制
、
地
域
の
教
育
力
の
活
用
、
ふ
る
さ
と
教
育
を
島
根
の

教
育
の
特
徴
と
し
て
掲
げ
、
人
間
性
の
育
成
を
図
っ
て
き
た
。
」
、
「
生
き
て

い
く
上
で
志
を
持
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
」
、
「
行
き
過
ぎ
た
個
人
主
義
が

家
庭
の
中
に
ま
で
は
び
こ
っ
て
い
る
。
」
、
「
学
校
で
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
お
よ

そ
理
解
し
が
た
い
。
」
、
「
学
校
は
知
識
教
育
を
行
い
、
人
間
の
幹
と
な
る
教

育
は
家
庭
や
地
域
、
社
会
が
担
う
。
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
最
後
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
小
林
氏
か
ら
、
「
学
校
が
悪
い
と
か
、
家
庭
が
悪
い
と
か
、
お
互

い
に
人
の
責
任
に
せ
ず
、
地

域
が
民
間
を
入
れ
て
み
ん
な

で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
、

先
生
も
ま
た
頑
張
ろ
う
と
の

熱
意
が
出
る
の
で
、
学
校
を

支
え
る
地
域
は
大
事
だ
と
思

う
。
」
と
締
め
く
く
ら
れ
ま

し
た
。 

 

と
て
も
有
意
義
な
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
し
た
。 



平成2９年島根県教職員の給与改定 （県教委提示） 

 平成２９年島根県人事委員会勧告を尊重し、今年度の給与改定及び平成３０年４月からの改定（水産練習

船乗組員の処遇改善）を行う。 

１，本年の給与改定 

 （１）月例給 

     月例給を平均０．１３％引上げ（人事委員会が勧告した給料表とする） 
       ※ 島教協計算による差額試算（小数点以下切り捨て） 

          中学校及び小学校教育職給料表 

            ２級（教諭）  １号給～４４号給 平均１，０８４円（月額） 

                   ４５号給～６８号級 平均  ９７６円（月額） 

                   ６９号給～７６号給 平均  ８７２円（月額） 

                                    ７７号給～７８号給 平均  ７７０円（月額） 

                   ７９号給～８２号給 平均  ５６８円（月額） 

                   ８３号給～８４号級 平均  ４６８円（月額） 

                   ８５号給～１５７号給 平均 ３６３円（月額） 

            特２級（主幹教諭） １号給～１６号給 平均１，０７８円（月額） 

                     １７号級～３２号給 平均  ９７４円（月額） 

                     ３３号給～４０号給 平均  ８７０円（月額） 

                     ４１号給～４２号給 平均  ７６９円（月額） 

                     ４３号給～４６号給 平均  ５６８円（月額） 

                     ４７号給～４８号給 平均  ４６６円（月額） 

                     ４９号給～１１７号給 平均 ３６２円（月額） 

 （２）期末・勤勉手当 

   ① 支給月数を０．１０月分引上げ（現行３．９５月→４．０５月） 

   ② 引上げ分は、勤務成績を反映する勤勉手当に反映（現行１．５５月→１．６５月） 

   ③ 今年度引き上げ分は、１２月勤勉手当に反映 

 （３）改定の実施時期 

     月例給の改定は平成２９年４月１日、勤勉手当の改定は平成２９年１２月１日 

２．水産練習船乗組員の給与 （省略します） 

３．教育職員の給与 

 （１）教員特殊業務手当の見直し 

      日額単価を２０％引上げ 

   ①第２号 

    ・修学旅行、林間･臨海学校等において児童・生徒を引率して行う指導業務で泊を伴うもの 

      （就寝時間等を除いて７時間４５分以上従事する場合に限る） 

      現行４，２５０円 → ５，１００円 

   ②第３号 

    ・対外運動競技等において児童・生徒を引率して行う指導業務で泊を伴うもの 

      （就寝時間等を除いて７時間４５分以上従事する場合に限る） 

      現行４，２５０円 → ５，１００円 

    ・対外運動競技等において児童・生徒を引率して行う指導業務で泊を伴わないもの 

      （週休日等で７時間４５分以上従事する場合に限る） 

      現行４，２５０円 → ５，１００円 

   ③第４号 

    ・部活動における児童・生徒に対する指導業務で週休日等に行うもの 

      （４時間以上） 

      現行３，０００円 → ３，６００円 

    ・部活動における児童・生徒に対する指導業務で週休日等に行うもの 

      （２時間以上４時間未満） 

      現行１，５００円 → １，８００円 

 （２）実施時期   平成３０年１月１日とする（国の見直しと同時期） 

 

（島教協事務局記載） 

 １１月定例島根県議会は、１２月６日本議会を開き、県人事委員会の勧告に基づき職員給与を引き上げる

条例改正案や一般会計補正予算案を可決し、給与改定が決定しました。 

 １２月支給の期末勤勉手当並びに１２月分給与から、改訂後の額により支給されます。また４月から１１

月までの給与及び６月分期末勤勉手当の給与月額改定に伴う差額は、別途支給されます。 

  


